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平成３１年第４回栗原市農業委員会総会議事録 

 

 平成３１年４月２４日午後１時３０分、下記の件の議定のため、平成３１年第４回栗原

市農業委員会総会を、栗原市役所金成庁舎に招集した。 

 

日程第 １ 議事録署名委員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第  ３  事務報告 

日程第 ４ 報告第 １号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第 ５ 報告第 ２号 使用貸借権の解約通知について 

日程第 ６ 議案第 １号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ７ 議案第 ２号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第 ８ 議案第 ３号 農用地利用集積計画について 

日程第 ９ 議案第 ４号 農用地利用配分計画について 

日程第１０ 議案第 ５号 非農地証明願について 

日程第１１ 議案第 ６号 農業振興地域整備計画の変更について 

 

 

 

１ 出席委員 （２４名） 

１番 三 浦  正 勝 委員、      ２番 大 黒  昭 夫 委員、  

３番 阿 部  一 信 委員、      ４番 吉 田  優 俊 委員、 

５番 岩 淵  敬 一 委員、      ６番 佐 竹  きみ子 委員、 

７番 狩 野  善 典 委員、      ８番 大 場  裕 之 委員、 

９番 曽 根  金 雄 委員、     １０番 千 葉  優 子 委員、 

  １１番 鈴 木  春 江 委員、     １２番 尾 形  陽一郎 委員、 

  １３番 及 川  正 一 委員、     １４番 多 田  仁 一 委員、 

  １５番 佐々木  吉 司 委員、     １６番 菅 原  英 俊 委員、 

  １７番 岩 渕    弘 委員、     １８番 佐々木    弘 委員、 

  １９番 佐 藤    勝 委員、     ２０番 狩 野  和 義 委員、 

  ２１番 秋 山  憲 義 委員、     ２２番 米 山  嘉 彦 委員、 

  ２３番 黒 澤  光 啓 会長職務代理者、２４番 鈴 木  康 則 会長 

 

２ 欠席委員 （０名） 
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３ 議事に参与した者 

事務局長      小野寺 昭 仁 

事務局長補佐    阿 部 泰 憲 

主幹兼農地農政係長 藤   広 実 

農地農政係 主査  千 葉 美 香 

   農地農政係 主事  千 葉 和 哉 

   農地農政係 主事  菅 原 佑 太 

 

    （ 午後１時３０分 開会） 

 

議長（会長） 

ご起立願います。「ご苦労様です。」ご着席願います。 

只今から、平成３１年第４回栗原市農業委員会総会を開会いたします。 

 

議長（会長） 

ただいまの出席委員は、２４名であります。定足数に達しておりますので、直ちに会議

を開きます。 

       

議長（会長） 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

なお、議案説明等のため、事務局長ほか、関係職員を出席させております。 

 

議長（会長） 

日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

議事録署名委員は、議席番号２３番 黒澤 光啓 会長職務代理者、議席番号１番 三

浦 正勝 委員の両名を指名いたします。 

 

議長（会長） 

日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りいたします。本総会の会期は、本日１日間にしたいと思いますが、これに、ご異

議ございませんか。 

 

―［異議なし］の声― 

 

議長（会長） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本総会の会期は、本日１日間と決定しました。 
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議長（会長） 

日程第３、事務報告を行います。 

事務局長から報告いたします。 

 

事務局長 

３月２９日から４月２４日までの事務・事業結果並びに５月９日から６月４日までの

事務・事業予定について、報告。 

 

議長（会長） 

これで、日程第３、事務報告を終わります。 

 

 

議長（会長） 

日程第４、報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、を報告しま

す。 

第１区の番号１番から５番までの５案件、 

第２区の番号６番から１３番までの８案件、 

第３区の番号１４番から１８番までの５案件、 

併せて、１８案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田６筆 ４，１５３㎡、 

番号２番は、築館地区の田４筆 ４，７８３㎡、いずれも、双方合意による農地法第３

条の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号３番は、一迫地区の田２筆 ３，６７７㎡、贈与のためによる基盤法の賃貸借権設

定解約の１案件、 

番号４番は、一迫地区の田３筆 ４，６２５㎡、売買のためによる基盤法の賃貸借権設

定解約の１案件、 

番号５番は、瀬峰地区の田３筆 ２，８２３㎡、売買のためによる基盤法の賃貸借権設

定解約の１案件 

第２区の番号６番は、若柳地区の畑１筆 １，２２６㎡ 

番号７番は、若柳地区の畑１筆 ４２９㎡、いずれも、双方合意による農地法第３条の

賃貸借権設定解約の２案件、 

番号８番は、若柳地区の田１筆 ２５１㎡、 

番号９番は、若柳地区の田１筆 ２５１㎡、 

番号１０番は、若柳地区の田２筆 ４９５㎡、売買のためによる基盤法の賃貸借権設定

解約の３案件、 
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番号１１番及び１２番は関連で、若柳地区の田１３筆 １２，６９３㎡、売買のために

よる農地中間管理事業の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号１３番は、金成地区の田１０筆 ８，７９９㎡、売買のためによる農地法第３条の

賃貸借権設定解約の１案件、 

第３区の番号１４番は、栗駒地区の田１筆 ８７３㎡、 

番号１５番は、栗駒地区の田３筆 ２，７２２㎡、いずれも、双方合意による農地法第

３条の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号１６番及び１７番は関連で、栗駒地区の畑１筆 ４４９㎡、双方合意による農地利

用集積円滑化事業の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号１８番は、鶯沢地区の田１筆 ９６１㎡、双方合意による基盤法の賃貸借権設定解

約の１案件、 

以上、１８案件を説明報告。 

 

議長（会長） 

これで、日程第４、報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について報告

を終わります。 

 

 

議長（会長） 

日程第５、報告第２号 使用貸借権の解約通知について、報告します。 

第２区の番号１番から４番までの４案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第２区の番号 1 番は、金成地区の田２０筆 ２１，２４１㎡、基盤法の賃貸借権設定の

ためによる農地法第３条の使用貸借権設定解約の１案件、 

番号２番は、志波姫地区の田８筆 １６，６７９㎡、 

番号３番は、志波姫地区の田１５筆 １９，２１８㎡、いずれも、基盤法の賃貸借権設

定のためによる農地法第３条の使用貸借権設定解約の２案件、 

番号４番は、志波姫地区の田１筆 ０．１８㎡、贈与のためによる農地法第３条の使用

貸借権設定解約の１案件、 

以上、４案件を説明報告  

 

議長（会長） 

これで、日程第５、報告第２号 使用貸借権の解約通知について、報告を終わります。 
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議長（会長） 

日程第６、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 

初めに、第１区の番号１番から１４番までの１４案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の畑１筆 ６４㎡、相手方の要望による所有権移転売

買の１案件、 

番号２番は、築館地区の田４筆 ７，５５２㎡、遠隔地居住にて耕作管理困難なために

よる所有権移転売買の１案件、 

番号３番は、築館地区の田６筆 ５，６６４㎡、経営規模拡大による所有権移転売買の

１案件、 

番号４番は、築館地区の田２筆 ２，６４４㎡、労力不足のためによる所有権移転売買

の１案件、 

番号５番は、築館地区の田５筆 １５，４０２㎡、畑９筆 １，９５１．３０㎡、合計 

１７，３５３．３０㎡、農業後継者へ経営継承するためによる親子間の所有権移転贈与の

１案件、 

番号６番は、築館地区の田３筆 ３，３２２㎡、畑１筆 １７６㎡、合計 ３，４９８

㎡、遠隔地居住にて耕作管理困難なためによる所有権移転贈与の１案件、 

番号７番は、築館地区の田１筆 １，４２０㎡、労力不足のためによる所有権移転贈与

の１案件、 

番号８番は、高清水地区の畑２筆 ５６１㎡、市外取得者の案件で、財産処分のために

よる所有権移転売買の１案件、 

番号９番は、一迫地区の畑１筆 ８．１２㎡、 

番号１０番は、一迫地区の田１筆 ８００㎡、いずれも、耕作不便のためによる所有権

移転贈与の２案件 

番号１１番は、一迫地区の田２筆 ３，６６７㎡、老齢のため、経営継承による親子間

の所有権移転贈与の１案件、 

番号１２番は、瀬峰地区の田１筆 １１５㎡、相手方の要望による所有権移転売買の１

案件 

番号１３番は、瀬峰地区の田５筆 １４，３１３㎡、畑５筆 ９，８３９㎡、合計 ２

４，１５２㎡、農業後継者へ経営継承するためによる親子間の所有権移転贈与の１案件、 

番号１４番は、瀬峰地区の田１筆 ６，００２㎡、労力不足のためによる賃貸借権設定

の１案件 

以上、１４案件が許可要件を満たしていることを説明。 
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議長（会長） 

次に、去る４月１８日、議席番号８番 大場 裕之 委員、農地利用最適化推進委員の 

佐々木 耕太郎 委員及び 大澤 洋介 委員が現地確認調査を行っておりますので、そ

の結果の報告をお願いします。 

それでは、佐々木 耕太郎 推進委員から報告願います。 

 

佐々木 耕太郎 推進委員 

議案第１号、農地法第３条許可について、現地確認調査を行って来ましたので、報告い

たします。 

詳細については、事務局から説明があったとおりでありますが、番号８番については、

市外者取得の案件であり、市外取得者は、勤務先の関係で仙台市に住所を置いており、土

日には、実家に戻り農作業に従事していること。また、今回の申請地は、実家に隣接する

農地で、以前から作付け・管理しているものであることなどから、他の案件も含め、許可

にあたっては、特に問題ないものと判断してまいりました。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。  

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号１５番から２８番までの１４案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第２区の番号１５番は、若柳地区の田１筆 ２５１㎡、 

番号１６番は、若柳地区の田１筆 ２５１㎡、 

番号１７番は、若柳地区の田２筆 ４９５㎡、いずれも、労力不足のためによる所有

権移転売買の３案件、 

番号１８番は、若柳地区の田３筆 ７４６㎡、耕作不便のためによる所有権移転売買の

１案件、 

番号１９番は、若柳地区の田２筆 ２，０５０㎡、耕作不便のためによる所有権移転贈

与の１案件、 
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番号２０番は、若柳地区の田２筆 ２，０５１㎡、労力不足のためによる賃貸借権設定

の１案件、 

番号２１番は、若柳地区の田１筆 ５，０１６㎡、耕作不便のためによる賃貸借権設定

の１案件、 

番号２２番は、若柳地区の田７筆 ５，６７０㎡、畑１筆 ９８１㎡、合計 ６，６

５１㎡、 

番号２３番は、若柳地区の田１２筆 ２６，３４３㎡、畑２筆 ３８７㎡、合計 ２

６，７３０㎡、いずれも、農業者年金継続受給の経営継承による親子間の使用貸借権設

定の２案件、 

番号２４番は、金成地区の畑３筆 ７５２㎡、耕作不便のためによる所有権移転売買の

１案件、 

番号２５番は、志波姫地区の畑１筆 １２３㎡、労力不足のためによる所有権移転売

買の１案件 

番号２６番は、志波姫地区の田１筆 ０．１８㎡、 

番号２７番は、志波姫地区の畑１筆 ２０㎡、いずれも、耕作不便のためによる所有権

移転贈与の２案件、 

番号２８番は、志波姫地区の畑１筆 １，８２４㎡、相手方の要望のためによる賃貸借

権設定の１案件、 

以上、１４案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

次に、去る４月１９日、議席番号５番 岩淵 敬一 委員、農地利用最適化推進委員

の 熊谷 ゆり 委員 及び 上山 喜志雄 委員が現地確認調査を行っておりますの

で、その結果の報告をお願いたします。 

それでは、上山 喜志雄 委員から報告願います。 

 

上山 喜志雄 推進委員 

議案第１号について、書類審査を行いましたので報告します。 

番号１５番から２８番までは、労働力不足や耕作不便、農業者年金の継続受給等によ

る売買や贈与、使用、賃貸借権設定となっており、また、番号２８番は、面積要件が５

０ａに達していないが、新規就農者が草花等の栽培で集約的に行われる例外規定に該当

することから、特に問題ないものと判断いたしました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。  

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  
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質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号２９番から３２番までの４案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

番号２９番は、栗駒地区の田１筆 ４１８㎡、労力不足のためによる所有権移転売買の

１案件、 

番号３０番は、栗駒地区の畑３筆 ３，４２１㎡、遠隔地居住にて耕作管理困難なため

による所有権移転贈与の１案件、 

番号３１番は、栗駒地区の田１８筆 １８，８８８㎡、畑４筆 ２，０８０㎡、合計 ２

０，９６８㎡、農業後継者へ経営継承するためによる親子間の所有権移転贈与の１案件、 

番号３２番は、鶯沢地区の田３筆 ２，１７０㎡、労力不足のため、相手方の要望によ

る所有権移転売買の１案件、 

以上、４案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

次に、去る４月１９日、議席番号７番 狩野 善典 委員、農地利用最適化推進委員の 

佐藤 憲一 委員 及び 佐藤 みき 委員が現地確認調査を行っておりますので、その

結果の報告をお願いたします。 

それでは、佐藤 みき 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 みき 推進委員 

書類審査及び現地確認を行ってまいりました。 

番号２９番から３２番までは、ただいま事務局から説明あったとおり、労力不足や経

営規模拡大、経営継承であり、特に問題はないものと判断してまいりました。以上、報

告いたします。ご審議の程、よろしくお願いいたします。  

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 
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―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号１番から

３２番までの３２案件は、原案のとおり許可することに、ご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第６、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号

１番から３２番までの３２案件は、原案のとおり許可することに、決定いたしました。  

 

 

議長（会長） 

日程第７、議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といた

します。 

初めに、第１区の番号１番から６番までの６案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田１筆 ５６７㎡、 

番号２番は、築館地区の田１筆 ５０８㎡、いずれも同一事業案件で、所有権移転売買

により譲り受け、業務用地として転用し、経営する建築業の資材、仮説設備置場を造成も

のであり、農地区分は、農地の広がりがある第１種農地に該当するが、拡張に係る部分の

敷地の面積が既存施設の敷地面積の２分の１を超えない不許可の例外規定で取り扱う旨の

２案件、 

番号３番は、築館地区の畑１筆 １０６㎡、所有権移転売買により譲り受け、業務用地

として転用し、隣接地に建設する介護施設事務所の駐車場として造成するものであり、農

地区分は、都市計画区域内の用途地域に該当する第３種農地である旨の１案件、 

番号４番は、一迫地区の田１筆 ４３７㎡、使用貸借権設定により父から借り受け、住

宅用地として転用し、住宅及び駐車場を造成するものであり、農地区分は、農地の広がり

がある第１種農地に該当するが、集落に接続して設置されることから、不許可の例外規定

で取り扱う旨の１案件、 

番号５番は、一迫地区の田１筆 ２，３６８㎡、所有権移転売買により譲り受け、業務

用用地として転用し、太陽光発電施設を設置し売電収入を得るものであり、農地区分は、
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河川、原野に囲まれた１０ｈａ以下の小集団の生産性の低い第２種農地である旨の１案

件、 

番号６番は、瀬峰地区の田１筆 ４６２㎡、所有権移転売買により譲り受け、住宅用地

として転用し、住宅及び駐車場を造成するものであり、農地区分は、上下水道管が埋設さ

ている道路の沿道区域で、５００ｍ以内に公共施設等が存する第３種農地である旨の１案

件、 

以上、６案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、大澤 洋介 推進委員から報告願います。 

 

大澤 洋介 推進委員 

議案第２号、農地法第５条許可申請について、現地の確認調査を行ってきました。 

番号１番及び２番は、１種農地ではありますが、自分が営む建設業の資材置場というこ

とで、周辺も以前から事業用地として拡大してきた経緯がありますので、特に問題はない

ものと、 

番号３番は、市街化区域の第３種農地であり、駐車場ということで、境界もはっきりし

ており、他に与える影響はないものと、 

番号４番は、第１種農地ではありますが、親子間で父の宅地に隣接する農地に住宅を建

設するものであり、周辺農地にも特に影響はないものと、 

番号５番は、第２種農地で、河川敷に隣接する農地となっており、畦畔もはっきりした

転作田でありました。他に与える影響もなく、特に問題はないものと、 

番号６番は、第３種農地で、瀬峰駅周辺の住宅に囲まれた農地でありますが、測量も終

わっており特に問題はないものと、判断してまいりました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号７番から９番までの３案件を審議します。 
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それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

番号７番は、若柳地区の畑１筆 ２５６㎡、所有権移転贈与により父から譲り受け、住

宅用地として転用し、住宅及び駐車場を建築造成ものであり、農地区分は、宅地に囲まれ

た１０ｈａ以下の小集団の生産性の低い第２種農地である旨の１案件、 

番号８番は、志波姫地区の田２筆 ２，０５５㎡、所有権移転売買により譲り受け、業

務用用地として転用し、太陽光発電施設を設置し売電収入を得るものであり、農地区分

は、上下水道管が埋設さている道路の沿道区域で、５００ｍ以内に公共施設等が存する第

３種農地である旨の１案件、 

番号９番は、志波姫地区の田２筆 １，１９９㎡、平成２７年９月に農業振興地域整備

計画の変更において農振地域から除外している案件で、使用貸借権設定により借り受け、

業務用地として転用し、既存施設の老朽化に伴い自治会館を移転新築し駐車場を造成する

ものであり、農地区分は、農地の広がりがある第１種農地に該当するが、地区の集会施設

であることから、不許可の例外規定で取り扱う旨の１案件、 

以上、３案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、熊谷 ゆり 推進委員から報告願います。 

 

熊谷 ゆり 推進委員 

議案第２号、農地法第５条許可申請について、現地確認調査を行ってまいりました。 

番号７番は、父が所有する宅地及び農地を譲り受け、住宅を建設するものであり、現地

はフェンス等で境界もはっきりしており、特に問題はないものと、 

番号８番は、太陽光パネルを設置する転用であり、東側には農地の広がりが見受けられ

ますが、周辺農地の所有者から同意も得ている案件であり、特に問題はないものと、 

番号９番は、いぐ根に囲まれて日当たりの悪い農地であり、地区集会所の建築に係る案

件で、特に問題はないものと判断しました。 

以上、報告いたします。ご審議の程、よろしくお願いします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 
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議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号１０番の１案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

番号１０番は、栗駒地区の田２筆 １，９８８㎡の内５８５㎡、平成３１年１月に農業

振興地域整備計画の変更において農振地域から除外している案件で、使用貸借権設定によ

り借り受け、業務用地として転用し、既存業務用地が手狭なことから、隣接地に資材置場

及び大型駐車場を造成するものであり、農地区分は、第１種農地に該当するが、拡張に係

る部分の敷地の面積が既存施設の敷地面積の２分の１を超えない、不許可の例外規定で取

り扱う旨の１案件が、許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、佐藤 憲一 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 憲一 推進委員 

議案第２号、農地法第５条許可申請について、現地確認をしてきましたので、報告しま

す。 

番号１０番は、事業用地が手狭なため、資材置場及び駐車場を造成するものであり、許

可にあたっては、特に問題はないものと判断しました。ご審議の程、よろしくお願いしま

す。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請についての、番号１番から

１０番までの１０案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

―「異議なし」の声― 



 13 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第７、議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請についての番号１

番から１０番までの１０案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

  

議長（会長） 

 日程第８、議案第３号、農用地利用集積計画について、を議題といたします。 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限に該当する案 

件がありますので、先に審議を行います。 

初めに、第２区の番号４３番の１案件を審議します。 

議席番号１９番 佐藤 勝 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時４３分）（１９番 佐藤 勝 委員 退席） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時４３分） 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号４３番は、金成地区の田２８筆 ２２，６８８㎡、新規の賃貸借権設定で

ある旨の１案件を説明。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第３号 農用地利用集積計画についての、番号４３番の１案件は、原案

を可とすることにご異議ございませんか。  
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  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第８、議案第３号 農用地利用集積計画についての、番号４３番の１案件

は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長（会長） 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

９番 佐藤 勝 委員の入場を許可します。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時２５分） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時２５分） 

次に、第２区の番号５２番の１案件を審議します。 

議席番号１８番 佐々木 弘 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時２５分）（１８番 佐々木 弘 委員 退席） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時２５分） 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号５２番は、志波姫地区の田４筆 ４，６０２㎡、新規の賃貸借権設定であ

る旨の１案件を説明。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 
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議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第３号 農用地利用集積計画についての、番号５２番の１案件は、原案

を可とすることにご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第８、議案第３号 農用地利用集積計画についての、番号５２番の１案件

は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長（会長） 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

８番 佐々木 弘 委員の入場を許可します。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時２６分） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時２７分） 

次に、第１区の番号１番から３２番までの３２案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田１筆 １，０７６㎡、 

番号２番は、築館地区の田５筆 ５，１４３㎡、いずれも、所有権移転売買である旨の

２案件、 

番号３番は、築館地区の田１筆 ４，９７６㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１案件、 

番号４番は、築館地区の田１７筆 ２０，０１５㎡、農地中間管理事業による新規の賃

貸借権設定である旨の１案件、 

番号５番は、高清水地区の田２筆 ８，２５０㎡、 

番号６番は、高清水地区の田３筆 ２，３０８㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定であ

る２案件、 

番号７番は、一迫地区の田２筆 ３，１６７㎡、 

番号８番は、一迫地区の田３筆 ４，６２５㎡、いずれも、所有権移転売買である旨の
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２案件、 

番号９番は、一迫地区の田１筆 ４，５４１㎡、 

番号１０番は、一迫地区の田１筆 １，９５７㎡、 

番号１１番は、一迫地区の田４筆 ５，４６８㎡、 

番号１２番は、一迫地区の田２筆 １，７０８㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定であ

る旨の４案件、 

番号１３番は、一迫地区の田２筆 ５，７２１㎡、 

番号１４番は、一迫地区の田２筆 １，３４２㎡、 

番号１５番は、一迫地区の田７筆 １８，８３４㎡、 

番号１６番は、一迫地区の田４筆 １３，００７㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定で

ある旨の４案件、 

番号１７番は、一迫地区の田３筆 ３，８０８㎡、農地中間管理事業による新規の賃貸

借権設定である旨の１案件、 

番号１８番は、瀬峰地区の田１筆 ２，３９０㎡、 

番号１９番は、瀬峰地区の田４筆 １，８２３㎡、 

番号２０番は、瀬峰地区の田２１筆 １７，５６２㎡、 

番号２１番は、瀬峰地区の田２筆 １，２５７㎡、 

番号２２番は、瀬峰地区の田１４筆 １２，４３７㎡、 

番号２３番は、瀬峰地区の田９筆 ７，９３２㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定であ

る旨の６案件、 

番号２４番は、瀬峰地区の畑１筆 ４，０４９㎡、 

番号２５番は、瀬峰地区の田５０筆 ３８，７６６㎡、畑２筆 １，７９２㎡、合計 

４０，５５８㎡、 

番号２６番は、瀬峰地区の田９筆 １２，７７７㎡、 

番号２７番は、瀬峰地区の田３筆 １，７７８㎡、 

番号２８番は、瀬峰地区の田１筆 ４８９㎡、 

番号２９番は、瀬峰地区の田１２筆 ７，７９２㎡、 

番号３０番は、瀬峰地区の田１筆 ４，０４９㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定であ

る旨の７案件、 

番号３１番は、瀬峰地区の田５筆 １２，７２５㎡、 

番号３２番は、瀬峰地区の田１筆 １，０２８㎡、いずれも、農地中間管理事業による

新規の賃貸借権設定である旨の２案件、 

以上、３２案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 
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  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号３３番から４２番までの１０案件、番号４４番から５１番までの８

案件、番号５３番から５９番までの７案件、併せて２５案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第２区の番号３３番は、若柳地区の田１筆 ８８㎡、所有権移転売買である旨の１案

件、 

番号３４番は、若柳地区の田１筆 ７８３㎡、 

番号３５番は、若柳地区の田５筆 ９，５２１㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定であ

る旨の２案件、 

番号３６番は、若柳地区の田３筆 ５，７５０㎡、 

番号３７番は、若柳地区の田４筆 ６，７１０㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定であ

る旨の２案件、 

番号３８番は、若柳地区の田１筆 ３，４９４．７６㎡、新規の使用貸借権設定である

旨の１案件、 

番号３９番は、若柳地区の田１３筆 ６，８４０㎡、農地中間管理事業による新規の賃

貸借権設定である旨の１案件、 

番号４０番は、金成地区の田１１筆 ９，１４７㎡、所有権移転売買である旨の１案

件、 

番号４１番は、金成地区の田７筆 ６，８９０㎡、 

番号４２番は、金成地区の田２０筆 ２１，２４１㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定

である旨の２案件、 

番号４４番は、金成地区の田１６筆 １６，６８６．１０㎡、農地中間管理事業による

新規の賃貸借権設定である旨の１案件、 

番号４５番は、金成地区の田５１筆 １２３，８０７㎡、農地中間管理事業による新規

の使用貸借権設定である旨の１案件、 

番号４６番は、志波姫地区の田１１筆 ２４，１００㎡、 

番号４７番は、志波姫地区の田１筆 ２，３８２㎡、 

番号４８番は、志波姫地区の田２筆 ２，０３２㎡、 

番号４９番は、志波姫地区の田６筆 ５，４１１㎡、 

番号５０番は、志波姫地区の田８筆 １６，６７９㎡、 

番号５１番は、志波姫地区の田７筆 １１，０７５．７０㎡、 

番号５３番は、志波姫地区の田２筆 ２，７７９㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定で
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ある旨の７案件、 

番号５４番は、志波姫地区の田１３筆 １２，０３０㎡、 

番号５５番は、志波姫地区の田１筆 ２，１２７㎡、 

番号５６番は、志波姫地区の田１筆 ３，０４０㎡、 

番号５７番は、志波姫地区の田１筆 ３，０９７㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定で

ある旨の４案件、 

番号５８番は、志波姫地区の田１４筆 ２５，２３２㎡、 

番号５９番は、志波姫地区の田５筆 ８，４９２㎡、いずれも、農地中間管理事業によ

る新規の賃貸借権設定である旨の２案件、 

以上、２５案件を説明。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号６０番から７６番までの１７案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第３区の番号６０番は、栗駒地区の田１９筆 ２５，７３９㎡、 

番号６１番は、栗駒地区の田６筆 １５，２１７㎡、 

番号６２番は、栗駒地区の田７筆 １０，７５２㎡、 

番号６３番は、栗駒地区の田３筆 ３，０９４㎡、 

番号６４番は、栗駒地区の田７筆 ９，９８２㎡、 

番号６５番は、栗駒地区の田４筆 １０，１６５㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定で

ある旨の６案件、 

番号６６番は、栗駒地区の田４筆 １１，６２２㎡、 

番号６７番は、栗駒・金成地区の田１４筆 １３，３４２㎡、 

番号６８番は、栗駒地区の田４筆 ２，２８４．９６㎡、いずれも、更新の賃貸借権設

定である旨の３案件、 

番号６９番は、栗駒地区の田３筆 ２，１９９㎡、 

番号７０番は、栗駒地区の畑２筆 １，０９７㎡、いずれも、新規の使用貸借権設定で

ある旨の２案件、 
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番号７１番は、栗駒地区の田２０筆 １６，１１７㎡、 

番号７２番は、栗駒地区の田５筆 ３，９５７㎡、 

番号７３番は、栗駒地区の田９筆 ８，３６４㎡、 

番号７４番は、栗駒地区の田４筆 ６，０６０㎡、 

番号７５番は、栗駒地区の田６筆 ５，３７６㎡、いずれも、農地中間管理事業による

新規の賃貸借権設定である旨の５案件、 

番号７６番は、栗駒地区の田５筆 ２，４８８㎡、畑１筆 ３２５㎡、合計 ２，８１

３㎡、農地中間管理事業による新規の使用貸借権設定である旨の１案件、 

以上、１７案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 

   ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第３号 農用地利用集積計画についての、番号１番から４２番までの４

２案件、番号４４番から５１番までの８案件、番号５３番から７６番までの２４案件、併

せて７４案件は、原案を可とすることにご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第８、議案第３号 農用地利用集積計画についての、番号１番から４２番

までの４２案件、番号４４番から５１番までの８案件、番号５３番から７６番までの２４

案件、併せて７４案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知いたします。  

 

 

議長（会長） 

 ここで、午後 ２時５０分まで休憩とします。 

 （休憩 午後 ２時３７分から２時５０分まで） 
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議長（会長） 

それでは、休憩をとき、会議を再開します。（午後 ２時５０分） 

日程第９、議案第４号 農用地利用配分計画について、を議題といたします。 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限に該当する案

件がありますので、先に審議を行います。 

初めに、第３区の番号１１番から１４番までの４案件を審議します。 

議席番号１７番 岩渕 弘 委員は、議事参与の制限に当たりますので退席願います。 

 

議長（会長） 

 暫時休憩します。 

（午後 ２時５０分、議席番号１７番 岩渕 弘 委員 退席） 

 

議長（会長） 

 会議を再開します。（午後 ２時５０分） 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

農地利用配分計画の全ての案件は、議案第３号の農用地利用集積計画関連案件であり、

貸人は農地中間管理機構となります。 

第３区の番号１１番は、農用地利用集積計画の番号７２番関連で、栗駒地区の田５筆 

３，９５７㎡、 

番号１２番は、農用地利用集積計画の番号７３番関連で、栗駒地区の田９筆 ８，３６

４㎡、 

番号１３番は、農用地利用集積計画の番号７４番関連で、栗駒地区の田４筆 ６，０６

０㎡、 

番号１４番は、農用地利用集積計画の番号７５番関連で、栗駒地区の田６筆 ５，３７

６㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定である旨の４案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか 

 

 ―｢質疑なし｣の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第４号 農用地利用配分計画についての、番号１１番から１４番までの
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４案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

  ―｢異議なし｣の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第９、議案第４号 農用地利用配分計画についての、番号１１番から１４

番までの４案件は、原案を可とすることに決しました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 

 

議長（会長） 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

７番 岩渕 弘 委員の入場を許可します。 

 

議長（会長） 

 暫時休憩します。 

（午後 ２時５２分、議席番号１７番 岩渕 弘 委員 着席） 

 

議長（会長） 

 会議を再開します。（午後 ２時５２分） 

次に、第１区の番号１番から４番までの４案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、農用地利用集積計画の番号４番関連で、築館地区の田１７筆 ２

０，０１５㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１案件、 

番号２番は、農用地利用集積計画の番号１７番関連で、一迫地区の田３筆 ３，８０８

㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１案件、 

番号３番は、農用地利用集積計画の番号３１番関連で、瀬峰地区の田５筆 １２，７２

５㎡、 

番号４番は、農用地利用集積計画の番号３２番関連で、瀬峰地区の田１筆 １，０２８

㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定である旨の２案件、 

以上、４案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 
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  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号５番から９番までの５案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第２区の番号５番は、農用地利用集積計画の番号３９番関連で、若柳地区の田１３筆 

６，８４０㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１案件、 

番号６番は、農用地利用集積計画の番号４４番関連で、金成地区の田１６筆 １６，６

８６．１０㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１案件、 

番号７番は、農用地利用集積計画の番号４５番関連で、金成地区の田５１筆 １２３，

８０７㎡、新規の使用貸借権設定である旨の１案件、 

番号８番は、農用地利用集積計画の番号５８番関連で、志波姫地区の田１４筆 ２５，

２３２㎡、 

番号９番は、農用地利用集積計画の番号５９番関連で、志波姫地区の田５筆 ８，４９

２㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定である旨の２案件、 

以上、５案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号１０番及び１５番の２案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第３区の番号１０番は、農用地利用集積計画の番号７１番関連で、栗駒地区の田２０筆 

１６，１１７㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１案件、 

番号１５番は、農用地利用集積計画の番号７６番関連で、栗駒地区の田５筆 ２，４８

８㎡、畑１筆 ３２５㎡、合計 ２，８１３㎡、新規の使用貸借権設定である旨の１案

件、 
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以上、２案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号、農用地利用配分計画についての、番号１番から１０番までの１

０案件、番号１５番の１案件、併せて１１案件は、原案を可とすることに、ご異議ござい

ませんか。  

 

   ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第９、議案第４号 農用地利用配分計画についての、番号１番から１０番

までの１０案件、番号１５番の１案件、併せて１１案件は、原案を可とすることに決しま

した。 

なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 

 

 

議長（会長） 

 日程第１０、議案第５号 非農地証明願について、を議題といたします。 

初めに、第１区の番号１番の１案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、一迫地区の畑１筆 ５９６㎡、願出地は、昭和４０年頃に、先代

の父が杉を植林し現在に至っているものであり、原野への地目変更を願い出た旨の１案件

を説明。 

  

議長（会長） 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、佐々木 耕太郎 推進委員から報告願います。 
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佐々木 耕太郎 推進委員 

 議案第５号、非農地証明願いについて、現地確認調査を行ってまいりました。 

番号１番については、登記が畑でありますが、現況は山林に囲まれた原野であり、周辺

の山林も、現在、伐採している最中でありました。農地としての復元は、難しいものと判

断してまいりましたので、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

   

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号２番の１案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第２区の番号２番は、若柳地区の畑４筆 ７０３㎡、願出地は、昭和３８年頃に、先代

が居宅を新築した際に、宅道として利用し、さらに、居宅の隣接地に物置を建築し現在に

至っているものであり、宅地及び雑種地への地目変更を願い出た旨の１案件を説明。 

  

議長（会長） 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、議席番号５番 岩淵 敬一 委員から報告願います。 

 

 

５番 岩淵 敬一 委員 

 議案第５号、非農地証明願いについて、現地確認調査を行ってまいりました。 

番号２番の現地を確認しますと、資料の写真でもわかるように、いぐ根の杉や物置、宅

道に通じる道路として、昭和３８年ごろから利用されており、また、境界画定のため測量

杭も打たれておりました。以上のことから、農地への復元は難しいものと判断し、許可に

あたっては、特に問題はないものと見てまいりましたので、ご審議の程、よろしくお願い

いたします。 
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議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

   

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第５号、非農地証明願についての、番号１番及び２番の２案件は、原案

のとおり、承認することにご異議ございませんか。 

      

―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１０、議案第５号 非農地証明願についての、番号１番及び２番の２案

件は、原案のとおり承認することに決しました。 

 

 

議長（会長） 

 日程第１１、議案第６号 農業振興地域整備計画の変更について、を議題とします。 

 初めに、第１区の番号１番から１１番までの１１案件を審議します。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

 初めに、変更内容についてでありますが、農用地区域から除外する面積が２０７．２４

ａ、農用地から農業用施設用地への用途区分の変更が５１．１３ａとなります。 

それでは、第１区の番号１番は、築館地区の畑１筆 ５８４㎡、一般住宅を新築するた

めの除外で、転用申請に至った際の農地区分は、上下水道管が埋設さている道路の沿道区

域で、５００ｍ以内に公共施設等が存する第３種農地である旨の１案件、 

番号２番は、築館地区の畑１筆 ４７２㎡、宗教法人金蔵寺の隣接地で、同法人が所有

する申請地に、祭事広場のスペースを確保するための除外で、転用申請に至った際の農地

区分は、山林、原野等に囲まれた１０ｈａ以下の小集団の生産性の低い第２種農地である

旨の１案件、 

番号３番は、築館地区の田６筆 ５，９４５㎡の内５，５０１㎡、経営している会社の

事業拡大により、自社所有の大型重機・車両の整備を行う修理工場と従業員宿舎を建設す
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るための除外で、転用申請に至った際の農地区分は、農地の広がりが見られる第１種農地

に該当するが、拡張に係る部分の敷地の面積が既存施設の敷地面積の２分の１を超えな

い、不許可の例外規定で取り扱う旨の１案件、 

番号４番は、高清水地区の畑１筆 ２９７㎡、宅地への通路及び周辺農地への耕作道と

して利用するための除外で、転用申請に至った際の農地区分は、農地の広がりが見られる

第１種農地に該当するが、拡張に係る部分の敷地の面積が既存施設の敷地面積の２分の１

を超えない、不許可の例外規定で取り扱う旨の１案件、 

番号５番は、高清水地区の田１筆 ２，１４１㎡、不動産賃貸業の自動車保管場所が手

狭になったことから、隣接申請地に中古自動車保管場所を確保するための除外で、転用申

請に至った際の農地区分は、農地の広がりが見られる第１種農地に該当するが、拡張に係

る部分の敷地の面積が既存施設の敷地面積の２分の１を超えない、不許可の例外規定で取

り扱う旨の１案件、 

番号６番は、高清水地区の畑１筆 ３，０４３㎡の内４０１㎡、実家の隣接地に一般住

宅を新築するための除外で、転用申請に至った際の農地区分は、農地の広がりが見られる

第１種農地に該当するが、集落に接続して設置されることから、不許可の例外規定で取り

扱う旨の１案件、 

番号７番は、一迫地区の田１筆 ３，９４７㎡、介護施設利用者の介護予防と健康維持

管理のため、施設の隣接地にミニパークゴルフ場を建設するため除外で、転用申請に至っ

た際の農地区分は、農地の広がりが見られる第１種農地に該当するが、拡張に係る部分の

敷地の面積が既存施設の敷地面積の２分の１を超えない、不許可の例外規定で取り扱う旨

の１案件、 

番号８番は、一迫地区の田１筆 ４３３㎡、実家の隣接地に一般住宅を新築するための

除外で、転用申請に至った際の農地区分は、山林、原野等に囲まれた１０ｈａ以下の小集

団の生産性の低い第２種農地である旨の１案件、 

番号９番は、一迫地区の田１筆 １４３㎡、自宅に隣接する農地が市道改良工事の用地

買収に伴い手狭な残地となったことから、農業機械置場及び駐車場にするための除外で、

転用申請に至った際の農地区分は、農地の広がりが見られる第１種農地に該当するが、拡

張に係る部分の敷地の面積が既存施設の敷地面積の２分の１を超えない、不許可の例外規

定で取り扱う旨の１案件、 

番号１０番は、一迫地区の田１筆 ８，３９７㎡の内４，５５０㎡、畑１筆 ５６３

㎡、合計 ５，１１３㎡、農業経営を稲作中心からいちご生産と畜産を含めた複合経営に

転換し経営を安定させるため、農業用施設用地への用途区分変更である旨の１案件、 

番号１１番は、瀬峰地区の田１筆 ４８０㎡、父名義の実家隣接地に一般住宅を新築す

るための除外で、転用申請に至った際の農地区分は、農地の広がりが見られる第１種農地

に該当するが、集落に接続して設置されることから、不許可の例外規定で取り扱う旨の１

案件、 

以上、１１案件を説明。 
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議長（会長） 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号８番 大場 裕之 委員から報告願います。 

 

８番 大場 裕之 委員 

 議案第６号 農業振興地域整備計画の変更については、転用に至った際の意見を求めら

れておりますので、１件ごとに、詳細に現地確認してきましたので、報告いたします。 

 番号２番は、宗教法人金蔵寺の祭事広場ということでありますが、高台に位置する農地

で、転用の際には、周辺農地に対する影響も注意しなければならないものと、 

 番号３番は、第１種農地における既存敷地２分の１以下による例外規定となるわけでご

ざいますが、事業計画者は、いろんな事業を手がけていることから、転用の許可に当たっ

ては、細心の注意を図っていかなければならないものと、 

番号５番は、中古車の保管場所として既に周辺も利用されておりましたが、今回の申請

隣接地には、高低差のある田も存在していることから、転用の許可に当たっては、擁壁を

作らせるなど、細心の注意を図っていかなければならないものと、 

番号７番の申請地は、かなり優良な農地でありましたので、今回の除外を受け入れなが

ら、代替地などの検討も行うべきものと、 

それ以外の案件については、事務局から説明があったとおり、特に問題はないものと見

てまいりましたので、報告いたします。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

議長（会長） 

 はい１番、三浦委員。 

 

１番 三浦 正勝 委員 

 ３案件について、ちょっと問題があると感じましたので質問いたします。 

 番号３番の案件については、公図を見ると事業計画地の中に、公共物である水路が存在

しており、この水路上に建物を建築する事業計画であれば、公共物の機能の廃止などの取

扱いが必要になると思います。この協議についての確認を要する案件ではないか、 

 番号７番の案件については、以前に有料老人ホーム湯治村の北側に位置する土地を、入

所者の健康増進のための広場として整備する計画で除外し、転用した経緯があります。現
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況を見てみますと、土盛りは実施され、駐車場として利用しているようでありますが、健

康増進のための広場としての事業が未だになされていないように見受けられます。このこ

とから、以前の事業計画の進行状況や、今回の事業計画の必要性、全体計画に係るスケジ

ュール等の確認を要する案件ではないか、 

 番号１０番については、いちご生産施設と畜産施設の農業用施設用地への用途区分変更

ということでありますが、いちご施設については、もう既に施設が建っており、この広大

な面積を用途区分変更しなければならないのか疑問であると考えます。また、1筆の田の

内、一部を農業用施設用地とするようでありますが、公図を見るとどの部分まで用途区分

変更するのか確認できない状況となっておりますので、施設用地として用途区分変更する

区域の線引きをはっきりとして、もう少し、面積を狭めて申請できる案件ではないか、 

 以上であります。 

 

議長（会長） 

 ３案件について、事務局説明。 

 

事務局 

 番号３番の事業計画地に存する公共物の水路については、機能廃止申請を行い、払い下

げ許可を受け、代替水路を整備しながらの事業展開と考えております。払い下げ申請につ

いては、公共物担当課との協議を行ないながら対応していくと伺っております。 

 番号７番の有料老人ホーム湯治村の北側に位置する土地については、現地を見ますと、

ゲートボール場として利用している形跡も見受けられますが、以前の事業計画と異なると

ころも見受けられますので、事業の進行状況や全体スケジュール等を確認すべきと案件と

捕らえております。 

 番号１０番については、農振地域からの除外ではなく、用途地域の変更案件であります

が、参考資料等において、区域変更の境界区分がはっきりしていない部分や、今回、申請

あった面積の把握の仕方について、もう少し確認の必要であると考えております。 

 

議長（会長） 

 はい、１番三浦委員。 

 

１番 三浦 正勝 委員 

 番号３番の案件については、公共物の管理は市役所で行っているので、確認しながら対

応していただきたい。 

 番号７番については、事業計画のとおり事業が行われていない状況が、過去に見受けら

れたので、事業の必要性、過去の事業計画の進捗状況も、具体的に確認しながら対応して

いただきたい。 

 番号１０番については、以前に建設したいちごハウス用地まで、施設用地にしなければ
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ならないのか。もう既に設置されている畜舎、パドック、堆肥置き場、わら小屋として使

用する部分だけの施設用地への変更ではだめなのか、その辺を確認して対応していただき

たい。 

以上であります。 

 

議長（会長） 

 皆さんにお諮りします。議案第６号 農業振興地域整備計画の変更については、転用に

至った際の意見を求められておりますので、只今、１番三浦委員からあった意見を附して

回答するということで、ご異議がございませんか。 

 

 ―｢異議なし｣の声― 

 

議長（会長） 

 他に、質疑ありませんか。 

 

 ―｢質疑なし｣の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号１２番から１４番までの３案件を審議します。 

 それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

番号１２番は、金成地区の畑１筆 １８２㎡、昭和２７年頃に住宅を建て通路として使

用し現在に至っていることから、そのまま通路とするための除外で、転用申請に至った際

の農地区分は、第１種農地に該当するが、拡張に係る部分の敷地の面積が既存施設の敷地

面積の２分の１を超えない、不許可の例外規定で取り扱う旨の１案件、 

番号１３番は、金成地区の畑１筆 ５８５㎡、来客が多く庭が狭いことから、宅地に隣

接して駐車場を整備するための除外で、転用申請に至った際の農地区分は、第１種農地に

該当するが、拡張に係る部分の敷地の面積が既存施設の敷地面積の２分の１を超えない、

不許可の例外規定で取り扱う旨の１案件、 

番号１４番は、志波姫地区の田１筆 ４１０㎡、左官業を営んでおり、自宅兼営業所に

保管場所が確保できないことから、自宅隣接地に資材置場及び駐車場を整備するための除

外で、転用申請に至った際の農地区分は、農地の広がりがある第１種農地に該当するが、

集落に接続して設置されることから、不許可の例外規定で取り扱う旨の１案件、 

以上、３案件を説明。 
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議長（会長） 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号５番 岩淵 敬一 委員から報告願います。 

 

５番 岩淵 敬一 委員 

 議案第６号について、現地確認調査を行ってまいりました。 

 番号１２番は、以前、祖父の所有地で通路として利用してきたが、転売等により他人の

所有地となったことから買い戻しを行い、宅地までの通路として利用するための除外で、

現在も使用していることから、周辺農地に与える影響も無いものと、 

 番号１３番は、地目が畑でありますが、昔から半分を庭として、もう半分を駐車場とし

て利用していたことから、始末書の提出をいただいた上での申請であり、周辺農地に与え

る影響は無いものと、 

番号１４番は、左官業を営んでいる自宅の市道を挟んだ自己所有地への事業の拡張によ

る、駐車場や資材置場に伴う除外申請であり、集落に接続しており、周辺農地に与える影

響は無いものと、以上、判断してきました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―｢質疑なし｣の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第３区の番号１５番及び１６番の２案件を審議します。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

番号１５番は、鶯沢地区の畑１筆 ３，９２５㎡、家畜増頭のため草地として利用して

いたが、畜産をやめて１０年以上も経過し管理も難しくなってきたことから、植林して元

の山に戻すための除外で、転用申請に至った際の農地区分は、宅地、山林等に囲まれた１

０ｈａ以下の小集団の生産性の低い第２種農地である旨の１案件、 

番号１６番は、鶯沢地区の田２筆 １，２２３㎡、経営する会社の事業拡大により、既

存事業所敷地の隣接地に資材置場を整備するための除外で、転用申請に至った際の農地区

分は、農地の広がりがある第１種農地に該当するが、拡張に係る部分の敷地の面積が既存
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施設の敷地面積の２分の１を超えない、不許可の例外規定で取り扱う旨の１案件、 

以上、２案件を説明。 

 

議長（会長） 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号７番 狩野 善典 委員から報告願います。 

 

７番 狩野 善典 委員 

 農業振興地域整備計画の変更について、現地確認を行ってきましたので、報告をいたし

ます。 

 番号１５番は、採草地できれいに管理されておりましたが、畜産をやめてから採草地と

しての利用もなく、地図等でもわかるように宅地と山林に挟まれた採草地でありますの

で、周辺農地に与える影響はないものと、 

番号１６番は、会社の隣接地にある父親所有地の農地に、事業拡大により資材置場が手

狭になったことから事業用地を拡張するものであり、北側は既存の事業所用地、西側は水

路、南側は宅地となっていることから、隣接する農地にも特に影響はないものと、判断し

てまいりました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

議長（会長） 

 はい１５番、佐々木 委員。 

 

１５番 佐々木 吉司 委員 

 番号１６番の案件について、この区域の周辺一体は、現在、尾松･袋地区ほ場整備事業

に取り組んでいると思われますが、今回の申請地は、ほ場整備事業の区域内に入っている

のか伺う。 

 

議長（会長） 

 はい、事務局説明。 

 

事務局 

 番号１６番の申請地の、水路を挟んだ西側及び市道を挟んだ北側は、ほ場整備区域に入
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っておりますが、申出の申請地は、ほ場整備区域に入っていないと伺っております。 

 

議長（会長） 

 よろしいですか（はいとの声）、他にございませんか。 

 

  ―｢質疑なし｣の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第６号 農業振興地域整備計画の変更についての、番号３番、７番及び

１０番の３案件は、意見を附し、番号１番及び２番の２案件、番号４番から６番までの３

案件、番号８番及び９番の２案件、番号１１番から１６番までの６案件、併せて１３案件

は、問題なしとして、栗原市長に通知することに、ご異議ございませんか。 

 

  ―｢異議なし｣の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１１、議案第６号 農業振興地域整備計画についての、番号３番、７番

及び１０番の３案件は、意見を附し、番号１番及び２番の２案件、番号４番から６番まで

の３案件、番号８番及び９番の２案件、番号１１番から１６番までの６案件、併せて１３

案件は、問題なしとして、栗原市長に通知することに決しました。 

 

 

 

 

会長（会長） 

 以上をもちまして、会議案件は全て議了いたしました。 

よって、これで平成３１年第４回栗原市農業委員会 総会を閉会いたします。 

ご起立願います。ご苦労様でした。 

 

 

  ＜ 午後 ４時１５分 閉会 ＞ 
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本会議の顛末を記録し、その正当なることを証するためここに署名捺印する。 

 

 

          議     長                 

 

 

          議事録署名委員                 

 

 

          議事録署名委員                 


